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令和５年度「子供の読書活動優秀実践校 

文部科学大臣表彰」をいただきました。 

令和５年４月２３日に令和５年度「子供の読書

活動優秀実践校文部科学大臣表彰」が行われまし

た。掛合小学校も栄えある受賞校となりました。

これまでの掛合小学校の読書活動を生かした授

業実践や地域の方や高校の生徒さんによる読み

語り、家庭での読書活動などを総合的に評価して

いただき、今回の受賞となりました。たくさんの

方々に支えてもらった活動を評価されましたの

で、お世話になった皆様に感謝いたします。あり

がとうございました。これからも読書活動の充実

に努めていきます。 

 

5/19 ほほえみタイム（読み語り）がスター

トしました。 

今年度のほほえみタイム（外部の方の読み

語り）がスタートしました。毎週金曜日に、

地域の方（大人・高校生も）に読んでいただ

きます。この日も、1年生から6年生まで、食

い入るように画面を見て、地域の方の読み語

りに耳を傾けていました。6月9日は、石飛市

長さんにも読み語りをしていただきました。

皆さん、子供達の様子を確認しながら、学年

の発達段階に応じた分かりやすいペースで

読んでくださいました。心に栄養を注いでい

ただき、本当にありがとうございました。 

 

5/22「お弁当の日」でした。（「夢」発見プ

ログラムによる教育活動） 

雲南市キャリア教育推進プログラム（「夢」

発見プログラム）に位置付けられた、掛合小

学校の「お弁当の日」でした。今回の掛合小

学校のお弁当テーマは、「おにぎりをつくろ

う！」でした。子供達は自分でおにぎりをに

ぎって、家族と一緒にお弁当作りに参加しま

した。みんな自分のにぎったおにぎりをうれ

しそうに見せてくれました。食について体験

を通して学ぶよい機会となりました。 

 

5/24 すいすいタイム（水曜日の朝の学習）

をがんばっています。 

雲南市立掛合小学校 学校だより 令和５年６月 15日 
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毎週水曜日の8:15～8：30は、すいすいタ

イムです。この時間は、算数のスキルアッ

プをねらって活動しています。復習プリン

トやドリル問題、タブレットを使ってデジ

タルドリル等にもチャレンジしています。

「先生に確認してもらう」「子供同士でお

互いにアドバイスする」「タブレットを活

用して自分のペースで確認する」等、様々

な学習スタイルで算数のスキルアップを図

っていきます。 

 

5/27 第16回掛合小学校運動会を行いまし

た。 

5月27日（土）に第16回掛合小学校運動会

を実施しました。この日まで、6年生を中心

に様々な準備や練習を積み重ねてきました。

特に全校児童で取り組む応援合戦は、6年生

のアイディアや下級生へのアドバイス、そ

して心を一つにする団結力等様々な力が高

まりました。競技でのあきらめない本気の

取組に加え、5，6年生の役員としての真剣

な取組は本当に素晴らしかったです。たく

さんの保護者の方や地域の方に来場いただ

き、その応援が子供達のパワーの源になり

ました。ありがとうございました。 

 

6/1 避難訓練（火災を想定）行いました。 

今回は授業中に家庭科室から出火した想

定で、避難訓練をしました。非常ベルが鳴

り、校内放送で避難指示が出されてから、

校庭に避難しました。「お（おさない）・は

（はしらない）・し（しゃべらない）・も（も

どらない）」を避難の合言葉にして、自分や

友達の命を守るために真剣に取り組みまし

た。避難後は、6年生が消火器を実際に操作

したり、先生が消火栓ホースを使って放水

したりしました。最後に防火扉が閉まって

いるときの通り方を実際に体験しました。

命を守るための、内容の濃い避難訓練にな

りました。 

 

6/15連合音楽会が開催されました。 

アスパルで「雲南市連合音楽会」が開催

されました。掛合小学校の 4，5年生は、午

前の部に出演しました。合奏「やってみよ

う」合唱「ツバメ」を堂々と笑顔いっぱいで

演奏することができました。たくさんの観

客の方に聴いてもらい、やりがいのあるス

テージ演奏になりました。ご来場いただい

た保護者の皆様、ありがとうございました。

ご指導いただいたり、本番でも伴奏してい

ただいたりした、保護者・地域の方のバッ

クアップに心から感謝いたします。 

日々の教育活動を通して、子供達の「確か

な学力」「健やかな心身」「豊かな人間性」

を育む努力をしています。保護者の方、地

域の方のご協力に、いつも感謝しています。      

      （文責：校長 野田孝秀） 


